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２０１５年度（２０１６年３月期）
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『増収』に加え、売上利益率の改善もあり『増益』
〔2Ｑより『増収・増益』基調に転換〕

第２四半期（累計） 決算概要

（億円）

2014年度
２Ｑ累計実績

2015年度
２Ｑ累計実績

前期比・差
2015年度

２Ｑ累計予想
期初予想比・

差

売上高 1.524 1.630 107％ 1.570 104％

売上総利益
（売上総利益率）

338
（22.2％）

371
（22.8％）

＋33億
（＋0.6％）

353
（22.5％）

＋18億
（＋0.3％）

販管費 294 324 ＋30億 308 ＋16億

営業利益
（営業利益率）

44
（2.9％）

47
（2.9％）

＋3億
（±0.0％）

45
（2.9％）

＋2億
（±0.0％）

経常利益 45 46 ＋1億 46 ±0億

親会社株主に帰属する

四半期純利益 26 27 ＋1億 27 ±0億



3

© PanaHome Corporation

全事業分野［新築請負・街づくり・ストック・海外］で前期比増収

第２四半期（累計） 部門別売上実績

（億円）

2014年度
2Ｑ累計実績

2015年度
2Ｑ累計実績

前期比
2015年度

2Ｑ累計予想
期初予想比

戸建 ５８９ ６３４ 108％ ６０７ 104％

集合 ２４１ ２６０ 107％ ２４３ 107％

住宅部材 ８９ ７５ 85％ ８８ 85％

新築請負計 ９１９ ９６９ 105％ ９３８ 103％

分譲土地・建物 ２０６ ２２５ 109％ ２０５ 110％

マンション ４２ ３０ 72％ １２ 250％

街づくり計 ２４８ ２５５ 103％ ２１７ 118％

リフォーム ２０７ ２２６ 109％ ２２５ 100％

不動産流通 １３７ １５７ 115％ １４７ 107％

ストック計 ３４４ ３８３ 111％ ３７２ 103％

（国内計） （１,５１１） （１,６０７） （106％） （１,５２７） （105％）

海外 １３ ２３ 181％ ４３ 54％

（合計） （１,５２４） （１,６３０） （107％） （１,５７０） （104％）
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（単位：億円）

営業利益
４４

【利益率２.９％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋２１

粗利変動他
＋１２

営業利益
４７

【利益率２.９％】

販管費増加
△３０

昇給および新規連結に伴う
固定費の増加

２０１４年度
（2Ｑ累計実績）

２０１５年度
（2Ｑ累計実績）

販管費増を増販益および粗利改善でカバーし、増益

© PanaHome Corporation

第２四半期（累計） 営業利益増減分析〔前期比〕

売上総利益 ＋３３

営業利益 ＋３

２０１５年度
（2Ｑ累計期初予想）

営業利益
４５

【利益率２.９％】

契約粗利の改善および
現場の合理化



5

© PanaHome Corporation

集合とマンションが好調に推移、受注残は前期比109％
（億円）

2015年度
２Ｑ累計受注

前期比 期初予想比
2015年

9月末受注残
前期比

戸建 ６４１ 102％ 103％ １，０００ 104％

集合 ３４９ 132％ 125％ ６７４ 115％

住宅部材 ７５ 80％ 85％ ７６ 67％

新築請負計 １,０６５ 108％ 108％ １,７５０ 105％

分譲土地・建物 ２５０ 132％ 122％ １０３ 100％

マンション １４６ 244％ 174％ １２９ 194％

街づくり計 ３９６ 159％ 137％ ２３２ 137％

リフォーム ２２９ 112％ 102％ ６０ 107％

不動産流通 １５７ 115％ 107％ － －

ストック計 ３８６ 113％ 104％ ６０ 107％

（国内計） （１,８４７） （117％） （112％） （２,０４２） （108％）

海外 ３１ 333％ － ５６ 160％

（合計） （１,８７８） （118％） － （２,０９８） （109％）

第２四半期（累計） 部門別受注高・受注残高
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第２四半期（累計） キャッシュ・フローとネット資金

【ネット資金】

（億円）

【キャッシュ・フロー】

（億円）

2014年度
２Ｑ累計実績

2015年度
２Ｑ累計実績

前期差

営業活動によるＣＦ △13 ＋30 ＋43

投資活動によるＣＦ △16 △1 ＋15

フリーＣＦ △29 ＋29 ＋58

財務活動によるＣＦ △20 △23 △3

設備投資 16 14 △2

減価償却費 19 22 ＋3

フリーキャッシュフローは前期に比べ58億円増加
資金は2018年度成長性確保に向けた投資を予定
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２０１５年度 決算予想

（億円）

2014年度
実績

2015年度
修正予想

前期比・差
2015年度
期初予想

期初予想比・
差

売上高 3.256 3.450 106％ 3.450 100％

売上総利益
（売上総利益率）

727
（22.3％）

816
（23.6％）

＋89億
（＋1.3％）

798
（23.1％）

＋18億
（＋0.5％）

販管費 599 645 ＋46億 627 ＋18億

営業利益
（営業利益率）

128
（3.9％）

171
（5.0％）

＋43億
（＋1.1％）

171
（5.0％）

±0億
（±0.0％）

経常利益 130 172 ＋42億 172 ±0億

親会社株主に帰属する

当期純利益 80 103 ＋23億 103 ±0億

販管費は増加するも粗利益額の増加を見込み、利益は据え置き
〔営業利益率5％達成を目指す〕
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２０１５年度 部門別売上予想

（億円）

2014年度
実績

2015年度
修正予想

前期比
2015年度
期初予想

期初予想比

戸建 １,１９３ １,２６８ 106％ １,２５２ 101％

集合 ５５９ ５８７ 105％ ５９１ 99％

住宅部材 １９４ １６０ 83％ １９４ 82％

新築請負計 １,９４６ ２,０１５ 104％ ２,０３７ 99％

分譲土地・建物 ４４７ ４８５ 109％ ４５１ 108％

マンション １３４ ９４ 70％ ８４ 112％

街づくり計 ５８１ ５７９ 100％ ５３５ 108％

リフォーム ４１３ ４８１ 117％ ４８５ 99％

不動産流通 ２８０ ３０５ 109％ ３００ 102％

ストック計 ６９３ ７８６ 113％ ７８５ 100％

（国内計） （３,２２０） （３,３８０） （105％） （３,３５７） （101％）

海外 ３６ ７０ 195％ ９３ 75％

（合計） （３,２５６） （３,４５０） （106％） （３,４５０） （100％）

マンションは販売物件の減少で減収となるも、合計で前期比106％
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（単位：億円）

営業利益
８４

【利益率４.８％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋３０

粗利変動他
＋２６

営業利益
１２４

【利益率６.８％】

販管費増加
△１６

２０１４年度
（下期実績）

２０１５年度
（下期予想）

© PanaHome Corporation

売上総利益 ＋５６

営業利益 ＋４０

２０１５年度
（下期期初予想）

営業利益
１２６

【利益率６.７％】

２０１５年度 下期営業利益増減予想〔前期比〕

売上増加に加え、更なる合理化で大幅増益を見込む

昇給および新規連結に伴う
固定費の増加

契約粗利の改善および
現場の合理化の積上げ
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（単位：億円）

営業利益
１２８

【利益率３.９％】

増販益及び
売区分の構成変化

＋５１

粗利変動他
＋３８

営業利益
１７１

【利益率５.０％】

販管費増加
△４６

２０１４年度
（通期実績）

２０１５年度
（通期予想）

© PanaHome Corporation

売上総利益 ＋８９

営業利益 ＋４３

２０１５年度
（通期期初予想）

営業利益
１７１

【利益率５.０％】

２０１５年度 通期営業利益増減予想〔前期比〕

前期比43億円増加の171億円を目指す
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（億円）

2014年度
実績

2015年度
修正予想

前期比
2015年度
期初予想

期初予想比

戸建 １,１９６ １,２８８ 108％ １,２６８ 102％

集合 ５２５ ６３８ 122％ ５６８ 112％

住宅部材 １９３ １６０ 83％ １９４ 82％

新築請負計 １,９１４ ２,０８６ 109％ ２,０３０ 103％

分譲土地・建物 ４０１ ４８６ 121％ ４５１ 108％

マンション ９９ １９５ 198％ １６３ 120％

街づくり計 ５００ ６８１ 136％ ６１４ 111％

リフォーム ４０５ ４８３ 119％ ４８６ 99％

不動産流通 ２８０ ３２０ 114％ ３００ 107％

ストック計 ６８５ ８０３ 117％ ７８６ 102％

（国内計） （３,０９９） （３,５７０） （115％） （３,４３０） （104％）

海外 ４５ ２３０ 505％ ２３０ 100％

（合計） （３,１４４） （３,８００） （121％） （３,６６０） （104％）

２０１５年度 部門別受注予想

全事業分野［新築請負・街づくり・ストック・海外］で増加を見込む
合計で前期比121％



２０１５年度 下期事業方針

２０１５年度（２０１６年３月期）

第２四半期決算説明資料
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13-15中期計画 基本戦略 2

取り巻く環境変化 を「商機」として捉え
徹底した差別化で成⻑を図る

スマートな「くらしの価値」を生み出す

Only One の住生活企業

<⽬指す姿>

・少⼦⾼齢化 ・家あまり ・増税（消費税・相続税）
・電⼒問題 ・中古住宅流通とリフォーム強化 等
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13ｰ15中期計画 取組み方針 3

1 新 築
請負事業

スマートハウス
主⼒事業の
競争⼒強化

多層階住宅
賃貸住宅
⾼齢者住宅

2 街づくり事業 スマートシティ・マンション
新規事業の
規模拡⼤3 ストック事業 ⼤型空間リフォーム

買取再販
4 海外事業 アセアンの旺盛な需要

４つの事業軸で成⻑戦略を展開
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事業分野別 売上・営業利益 4

中期計画達成の⾒込み

1,761 2,015 1,880 

520 
579 650 

608 
786 800 5 

70 70 

2012年度

実績

2015年度

見通し

2015年度

中期計画
（単位：億円）

2,894億円

3,450億円
3,400億円

街づくり事業

ストック事業
海外事業

新築事業

14倍 98％

100％

89％

107％

111％

129％

114％

<12/15比> <計画比>

１１１億円
(3.8％)

１71億円
(5.0％)

１70億円
(5.0％)

営業利益

119％
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１．新築請負事業 （戸建・多層階） 5

環境性能とデザイン力を際立たせた 『エコ・コルディス』
2013年発売 （13年・14年受注：2,200棟）

低層戸建住宅

都市部の狭小地対応技術を強みとした 『ビューノ』
（14年受注：442棟 12年比144%）

多層階住宅

ビューノ・プロ

エココルディス
1,880

中期計画

12年度
実績

15年度
⾒通し

1,761
2,015（億円）

1,880

エイジフリー

賃貸住宅

多層階

⼾建低層

111％
159％

124％

99％

114％

104％
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１．新築請負事業 （賃貸・高齢者住宅） 6

コムハート

賃貸住宅

高齢者住宅（エイジフリー）

・相続増税の影響を含め、賃貸住宅が新築事業全体を牽引

・女性視点ライフスタイル対応の 『ラシーネ』 を展開

・パナソニック運営事業と連携した営業力強化により受注拡大

・グループ統一呼称 『エイジフリー』の認知度ＵＰ

ラシーネ1,880

中期計画

12年度
実績

15年度
⾒通し

1,761
2,015（億円）

1,880

エイジフリー
賃貸住宅

多層階

⼾建
低層

111％
159％

124％

99％

114％



12年度
実績

15年度
⾒通し

520
579

（億円）

マンション

売建

分譲
⼾建

192％

72％

119％

111％ 中期計画

650

103％

© PanaHome Corporation

スマートシティ マンション

２．街づくり事業

FujisawaSSTをフラッグシップに、スマートシティを

積極推進（潮芦屋、浦安など 計１１ヶ所に展開）

マンションは、先進MEMS、災害時の備えに対応した

「ﾊﾟｰｸﾅｰﾄﾞ目黒」など、ﾊﾟｰｸﾅｰﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞを展開

震災復興事業の支援として、荒井南などの被災地

の街づくりに積極貢献

復興公営住宅

7



中期計画

800

12年度
実績

15年度
⾒通し

15年度
中期計画

608

786

（億円）

不動産
流通

リフォーム

133％

127％

129％

© PanaHome Corporation

8

OB施主ﾘﾌｫｰﾑ

リノベーション（木造）

リノベーション（ﾏﾝｼｮﾝ）

パナホームリフォーム㈱設立とHEGとの

融合で売上げ伸長

賃貸管理を中心に不動産流通事業が拡大

３．ストック事業

新たな取組みとして、マンション買取再販・

不動産情報サービス「ReaRie」との連携開始

PHR：13/4⽉ 設⽴
HEG：15/4⽉ 133名、10拠点を合流

（2013/11⽉：パナホーム・合⼈社コミュニティ㈱設⽴）
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9４．海外事業

マンション

ﾘﾝｸﾊｳｽ ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ

台湾でのマンション請負と内装請負での市場進出

地元有力ビジネスパートナーとのJV開発、商談推進

ボリュームソーン向けリンクハウスの構法開発

（W-PC構法）

ASEAN統括会社設立、海外スマートシティ展開への

体制・基盤づくり

（15年売上⾒通し：54億円、12年⽐ 11倍）

（モデルハウス建設１棟（ﾏﾚｰｼｱ））

12年度
実績

15年度
⾒通し

5

70

（億円）

14倍
中期計画

70
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11次期中期計画に向けた展開

新築偏重の事業構造から脱却し、４事業が

バランスの取れた経営のポートフォリオを目指す

海外

ストック

新築請負

街づくり

（％）

※割合は概数を示します
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12新築請負事業（国内）

鉄骨一筋から木造（オープン工法）へ拡大

％

％

％

％

％

％

％

新築
請負

街づくり

ストック

海外

駒沢展⽰場 計画案
（１６／４オープン予定）

第１ステップとして、
⾼級⽊造住宅事業へ参⼊し
付加価値の⾼い新たなブランドを創出

駒沢展示場へモデルハウスを出展

⼤空間、本物素材のこだわりデザインで
新たな⽣活スタイルを提案

事業分野別構成比
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13街づくり事業

既存の分譲事業での成長に加え、

木造分譲・保有ビジネスへ展開

％

％

％

％

％

％

％

新築
請負

街づくり

ストック

海外

《⽊造分譲》
営業完結型のプラン販売で、市場拡⼤事業分野別構成比

⽊造分譲

《保有ビジネス》
収益型ビジネスモデルへ（賃貸運営~売却）

札幌市 「あいの⾥」ﾓﾃﾞﾙﾊｳｽ
（2015／９⽉完成）

区 画 数 ： 18区画
販売価格 ： 2,900万円台
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14ストック事業（国内）

家電、設備、住宅の強みを活かした
住空間提案の強化

事業分野別構成比

パナソニックグループのリフォーム

事業における連携強化

新築
請負

街づくり

ストック

海外

リフォーム、不動産流通、サービス部⾨が
⼀体となったお役⽴ち機能の確⽴と、
新規事業の推進

住まいとくらしのｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ機能
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海外でのデベロップメント事業の拡大

・ グループ総合⼒による「住空間」事業
・ 有⼒ビジネスパートナーとのアライアンス
・ サービスアパートメント事業等の新規事業

海外事業

事業分野別構成比

新築
請負

街づくり

ストック
海外

お客様

ビジネスパートナー ×



© PanaHome Corporation

株主還元について

2012年度
実 績

2013年度
実 績

2014年度
実 績

2015年度
予 想

配 当 額 15円 20円
（内 記念配当５円）

20円 20円

中間配当10円は決議済
（11/27支払）

配 当 性 向 34.4％ 37.6％ 42.0％ 32.6％

16

2015年度年間配当予想は20円

□配当に関する当社の考え方

当社は安定的かつ継続的な配当を基本方針としています。
今後は、次期中期計画のなかで成長分野に効率的な資本投下を
行うことで１株当たりの利益を向上させ、配当成長する方針を
検討してまいります。



(注) 本資料の計画や業績予想等の将来見通しは、現時点において

当社が合理的であると判断する一定の前提に基づくものです。

実際の業績は、当社を取り巻く経済情勢・需要動向等の変化、

金融情勢の変化、地価の大幅な変動等様々な要因により

予想数値とは大きく異なる可能性があります。
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